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おはようございます。本日はこちらで皆さんにお話する機会に恵

まれたことを非常にうれしく思います。 

 

申し上げるまでもなくこちらがアメリカの歴史です。地方の開拓

者たちがアメリカを作り上げました。決して忘れてはいけない歴

史です。しかし寡占市場がアメリカを、われわれの国を奪いつく

そうとしています。 

彼らが自身で言及しているように、そして皆さんもご存知の通

り、寡占する2社は、われわれCCAメンバーをサポートしていませ

ん。自身のみが成長することに集中しています。もちろん彼らも

成長のため大きな努力をはらっており、彼らの行動すべてに対し

て批判をするものではありませんが、しかし彼らがアメリカの市

場をさらに奪いつくそうとしています。寡占する2社

（duopolists）がこのように市場を拡大しているため、CCAメンバ

ーが地方でのアクセスを提供することが困難になっています。 

 

ここで事実をいくつかご紹介します。これは批判でもイメージで

も感情的になっているわけでもありません。たった5年前のアメリ

カのポストペイドの顧客シェアは、VerizonとAT&Tの2社で56%のマ

ーケットシェアがありました。56%のマーケットシェアです。そし

て5年後の今日現在、マーケットシェアは56%から73%に成長しまし

た。人によってはアメリカではすでに競争原理が働いている、T-

Mobileが新しい価格キャンペーンを展開しシェアを伸ばしてい

る、などといって競争が機能しているという方もいらっしゃいま

すが、実際に四半期でも1年だけでもなく5年間で結果を見てみる

とトップ2社が56%から73%に成長していることは事実です。5年

で、です。そうするとこれからの5年間はどうなるのか、というこ

とになります。誰にも分からないことですが、私はこの寡占する2

社による集中は継続して進んでいくと思っています。 
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一方、法人市場はどうでしょうか。5年間で51%であったものが、

なんと80%になりました。80%です。たった5年で51%から80%も成長

しています。30%ポイントも成長しています。このままで次の5年

を見過ごせば、100%を超えることはありませんがそれに近い状況

となるでしょう。これが事実であり、長期トレンドです。5年なん

てあっという間です。 

なぜこれが大きなトレンドとなっているのか、なぜ簡単にひっく

り返すことができなくなってしまっているのでしょうか。 

 

なぜなら、利益のほとんどを彼らが取っているからです。5年前の

彼らのEBITDAシェアは67%でした。今日現在84%です。フリーキャ

ッシュフローは業界全体で見ても100%です。純利益とフリーキャ

ッシュフローで、です。CCAメンバーはわれわれSprintやT-Mobile

も含めて100社が加盟しているわけですが、多くの場合、メディア

や世間はわれわれ100社のことを忘れがち、もしくは存在にも気が

つきません。われわれ100社が寡占する2社からはじき出されよう

とされており、EBITDAシェアが33%から16%になってしまっていま

す。そして今後はさらにこの傾向が進んでいくと思われます。な

ぜなら利益なし、そしてフリーキャッシュフローなしでは継続し

てネットワークや技術に投資していくことができないからなので

す。これは短期のトレンドなどではなく、構造的な問題でありま

す。われわれの業界では巨額の設備投資、大きなネットワークを

必要とするからです。 

 

地方エリアでは2つの状況に直面しています。音声の時代では携帯

端末やネットワークでそれほど大きな違いがありませんでした。

しかしデータの時代ではLTEは非常に高速なネットワークを必要と

し、LTE対応端末はユーザーによって強い好みが分かれるようにな

り、もはや音声通信の道具ではなく、インターネットの道具とな

り、ユーザーは最先端の技術をLTE対応端末に求め、そして最高の

LTEネットワークを求めるようになりました。これには巨額の設備

投資を必要とするため、今日現在のこのような状況を生んでいる

わけです。 
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ブロードバンドアクセスは携帯だけではなく固定ブロードバンド

についても収束しつつあります。携帯と固定ブロードバンドが収

束している状況で、地方では十分なサービスを提供できていませ

ん。そのためアメリカの多くの州ではユーザーの選択肢が非常に

限られているという状況が続いています。 

 

昨日は皆さんと多くのミーティングをさせていただきましたが、

共通して話題になったのがLTE対応端末についてでした。LTE対応

端末こそが巨大な2社とわれわれの間に大きな違いをもたらしてい

るということでした。十分な選択肢をユーザーに提供できていな

いのです。 

 

そのため私はここで皆さんに決意表明をしたいと思います。ソフ

トバンクとSprintは、皆さんにLTE対応端末の提供ならびにLTE投

資に対するサポートをコミットしたいと思います。Sprintはすで

にここにいらっしゃる多くの皆さんのパートナーとなっています

が、地域社会にサービスを提供しているCCAメンバーの皆さんに、

Sprintが強力なサポートを提供していくことをお約束します。 

 

Sprintのサービスエリアと皆さんのサービスエリアは重複してい

ません。VerizonやAT&Tは全米でサービスを展開していますが、

SprintやT-Mobileの場合は都市部に集中しているので、皆さんの

サービスエリアと競合していません。皆さんの多くは地方エリ

ア、地域社会でサービスを提供し、われわれは皆さんのエリアと

重複をしていません。ですから、エリアマップを見ると、われわ

れはお互いに補完しあう関係となります。この機会にメディアの

方にも知っておいていただきたいのですが、われわれは構造的に

パートナーとなっているのです。単純にパートナーになりたい、

と叫んでいるだけではなく、構造的に見て皆さんは地方エリアに

サービスを提供し、われわれは都市部にサービスを提供する。こ

の組み合わせで初めて寡占する2社（duopolists）に戦いを挑める

ようになると思います。 

 

そのような挑戦を一緒に行うためには構造的なシステムが必要で

3 
 



KEYNOTE REMARKS BY MASAYOSHI SON 
(邦訳版) 

   
 

す。過去には補完的なパートナーシップを構築するために、一つ

一つ整理をしていかなければなりませんでした。しかしわれわれ

が準備してきた新しい技術とプラットフォームで、データハブを

中央に持ち、構造的なパートナーとなることができます。一つ一

つを整理する代わりに、中央にデータハブを持ち、お互いに協力

し合うことが可能となります。お互いのサービスエリアが補完的

であるため、このシステムが機能するのです。新しいSprintの会

長として、これを実現することをお約束したいと思います。シス

テムはほぼ準備できています。強い決意とともに、Sprint会長と

してこれを実現するとお約束します。理想が現実のものとなるわ

けです。 

 

また加えて、皆さんのなかでLTE設備投資やLTEネットワーク開発

が必要な方には、構造的なサポートを提供したいと考えていま

す。LTE設備や設備投資が必要な会社には、財務面でもシステム面

でもサポートをしていきます。 

 

残念なことに客観的に見てもアメリカはブロードバンドのスピー

ドにおいて、もはやナンバー1ではなくなりました。この国で発明

されたものであるにもかかわらず、です。十分な速度が出ていな

いのです。ぜひここでSprintとソフトバンクで新しい技術をアメ

リカに持ち込み、この新しい技術を皆さんのサービスエリアに皆

さんとともに提供したいと思っています。先ほども申し上げまし

たがわれわれはエリアが重複しておらず、その意味でライバルで

はない。だからこそわれわれが皆さんに新しい武器、新しい技術

を提供し、2社による寡占がさらに集中する状況に対して戦ってい

ただきたい。新しい技術をわれわれの周波数とともに、皆さんの

サービスエリアで最高速度200Mbpsのサービスを提供していただき

たいと考えています。これは固定もしくは携帯ブロードバンドの

平均スピード10倍、20倍の速さを提供するものです。われわれに

は反撃のために新しい技術や新しい武器が必要です。情熱だけで

はだめで、技術を、周波数を、そしてサービスを結集して我々は

反撃ができるのだと思います。これこそがまさに私が皆さんに提

供したいことです。 
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技術のほかにも、皆さんの周波数帯域に対応した携帯端末、タブ

レット端末を提供することができます。バンド12というすばらし

い帯域をお持ちの上、ネットワークも構築されていますが、最新

のLTE対応端末なしでは意味がありません。これに対してわれわれ

はフルサポートで対応端末を提供したいと思います。 

 

端末、これこそが昨日多くの皆さんとミーティングをしてもっと

も頻繁に耳にしたリクエストでした。より良い対応端末を皆さん

に提供するということをここで強く表明したいと思います。 

 

まとめますが、LTEネットワーク、LTE対応端末、これらを完全な

補完パートナーとして皆さんに提供したいと思います。そしてユ

ーザーにフルサービスを提供するためのパートナーシップを作り

上げたいと思います。 

 

私の生い立ちを少しお話しします。私は金持ちの息子でも、都会

に生まれたわけでもありません。私は地方の小さな町で生まれ、

貧しい家庭で育ちました。少数派として暮らしていくことは日本

でも容易なことではありませんでした。私にとってももちろん容

易なことではありませんでした。とはいえ、貧しい子どもも富め

る子どもも等しく機会が与えられるべきです。そして成功への夢

も同じように持てるようにすべきです。都市に生まれなくても、

またはお金持ちの家に生まれなくても、すべての子どもたちが、

そしてすべての人々が将来への機会を、将来への夢を公平に与え

られるべきだと思います。 

 

ぜひ一緒に戦いましょう。反撃しましょう。 

ありがとうございました。 
 

[End of recording] 
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Safe Harbor  

This presentation includes “forward-looking statements” within the meaning of the securities laws. The 

words “may,” “could,” “should,” “estimate,” “project,” “forecast,” “intend,” “expect,” “anticipate,” 

“believe,” “target,” “plan,” and similar expressions are intended to identify information that is not historical 

in nature. All statements that address operating performance, events or developments that we expect or 

anticipate will occur in the future - including statements relating to the network, SoftBank Vision, Sprint 

Spark, subscriber growth, and statements expressing general views about future results - are forward-

looking statements. Forward-looking statements are estimates and projections reflecting management’s 

judgment based on currently available information and involve a number of risks and uncertainties that 

could cause actual results to differ materially from those suggested by the forward-looking statements. 

With respect to these forward-looking statements, management has made assumptions regarding, 

among other things, the ability to operationalize the anticipated benefits from the SoftBank, Sprint, and 

Clearwire transactions, the development and deployment of new technologies; efficiencies and cost 

savings of new technologies and services; customer and network usage; customer growth and retention; 

service, speed, coverage and quality; the timing of various events and the economic environment. You 

should not place undue reliance on forward-looking statements, which are based on current expectations 

and speak only as of the date when made. We undertake no obligation to publicly update or revise any 

forward-looking statements, whether as a result of new information, future events or otherwise, except as 

required by law. In addition, forward-looking statements are subject to certain risks and uncertainties that 

could cause actual results to differ materially from our historical experience and our present expectations 

or projections. Factors that might cause such differences include, but are not limited to, those discussed 

in SoftBank and Sprint’s public filings, including Sprint’s Annual Report on Form 10-K, its Quarterly 

Reports on Form 10-Q and its other filings made with the Securities and Exchange Commission from 

time to time. You should understand that it is not possible to predict or identify all such factors. 

Consequently, you should not consider any such list to be a complete set of all potential risks or 

uncertainties. 

 

Statements Regarding Sprint  

Any statements made herein regarding Sprint Corporation are made by SoftBank solely in its capacity as 

an investor in Sprint. None of such statements are made on behalf of or attributable to Sprint. Any 

information contained herein regarding Sprint is subject to any and all subsequent disclosures made by 
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Sprint on its own behalf. Neither Sprint nor SoftBank undertakes any obligation to update the information 

contained herein in connection with any subsequent disclosures made by Sprint, or to reflect any other 

subsequent circumstances or events. Nothing contained herein may be construed as an obligation on the 

part of Sprint to provide disclosures or guidance on its own behalf.  
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